
２０１０・１２．１／３ 　ＴＯＫＹＯ

平成２２年度

私立短大学生生活指導担当者研修会

実施要領

主催・財団法人私学研修福祉会　　協力・日本私立短期大学協会



短大協発第２２１４９号

平成２２年９月２１日
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 会　 長 佐　藤　弘　毅

 委員長 末　岡　熙　章

　　　　　平成２２年度 「私立短大学生生活指導担当者研修会」 開催について （通知）

　　標記の研修会を別紙実施要領の通り開催いたします。

　　学務ご多忙の折柄とは存じますが、貴学の教職員、学生生活部署関係教職員並びに学寮

　　関係教職員の方々のご参加を賜りたく、ご通知申しあげます。

◎ 同封書類

1.　平成２２年度私立短大学生生活指導担当者研修会実施要領

2.　研修会参加申込書

3． グループ討議に関するアンケート（個人票）　３通

※　参加費振込み用紙は同封いたしておりません。

理 事 長 ・ 学 長

教 職 員

日本私立短期大学協会

学 生 生 活 委 員 会

参加申込み締切り期日　　平成２２年１０月２８日（木）

学 生 生 活 担 当 教 員

学生部署関係教職員

学 寮 関 係 教 職 員



主題 ・目的

学生生活指導・支援の見直しへの提案

―生活・教育問題への強い関心と危機感について―

　今回の研修テーマは「学生生活指導・支援の見直しへの提案」とし、

現場で実感している ―生活・教育問題への強い関心と危機感について―

をサブタイトルとした。

　日頃、学生生活を支援し指導する現場に立つ私たち教職員は、学生達

に学ぶ喜びや、人生の目標を掲げて努力することの素晴らしさを教授

し、自信をもって社会に歩み出す力を培って欲しいと願っている。 しか

し、最近の学生には、日々の生活にゆとりが感じられない。人間関係も

希薄で仲間づくりがうまくできず、行事や課外活動にも積極的に参加し

ようとしない。そうした独りよがりな考え方や行動がマナーの低下にも

つながっている。また学生に対する様々な支援や取組みを学校側のサー

ビスとして捉え、目標や目的を持たなくとも支障がないと考えている。

　私たち教職員は、それぞれの短期大学におけるこれらの問題を共通課

題として情報交換し、短期大学教育の質の向上を図っていかなければな

らない。

　本委員会では、今期の活動として学生生活指導・支援の根幹をなす

「大学主体の活動」、「課外活動」、「心身の健康」、「福利厚生」の

４つのテーマを掲げ、それぞれのテーマを通して、今後の短期大学にお

ける学生指導、支援のあり方を探る議論を進めている。

　本研修会におけるグループ討議においても、これらのテーマについて

参加短期大学の現場の声や取組みを積極的に情報交換したい。いずれそ

れらの内容は、学生支援の現場にフィードバックができるよう、手引書

としてまとめる予定である。

　本研修会が、参加者各位にとって新たな気付きや出会いの場として、

実りあるものとなるよう切に期待したい。



実施要領

■開催期日 平成２２年１２月１日（水）～３日（金）の３日間

　但し、１２月１日(水）は、短大見学会 （希望者のみ）

■研修会場 東京 「ホテルメトロポリタンエドモント」　　（１２月２日・３日の２日間）

　〒１０２-８１３０　東京都千代田区飯田橋３－１０－８ <後掲案内図参照>

電話 ０３ （３２３７）１１１１

■短大見学会場 （1）　聖徳大学短期大学部

　　　　〒271-8555　千葉県松戸市岩瀬５５０ 　℡　047（365）1111

（２）　聖徳大学短期大学部　学生寮「順和寮」

　　　　〒270-0021　千葉県松戸市小金原９-３３-１ 　℡　047（343）1212

（３）　青山学院女子短期大学

　　　　〒150-8366　東京都渋谷区渋谷４－４－２５ 　℡　03（3409）8111

（４）　目白大学短期大学部

　　　　〒161-8539　東京都新宿区中落合４－３１－１ 　℡　03（5996）3123

■参加資格 私立短期大学の理事長・学長 および 教職員の方々 並びに 学生指導・

支援担当部署の教職員・ 学寮関係の教職員で、定員２５０名に達し

次第締切ります。

■参加経費 全日程で１人３０，０００円。 （参加費、情報交換会費、昼食代を含む）

■宿　　　泊 本研修会参加に伴う宿泊については、 各自ご手配ください。

場合には、直接、下記宿泊フロントに「短大学生生活指導担当者研修会」

に参加する旨を必ず申し添えてお申し込みください。　なお、特別料金

申し込みください。

　＊宿泊料金：シングルルーム　一泊朝食付き　税サ込み　８，８００円

 　申込み・問合せ先：

　　ホテルメトロポリタンエドモント　

　　　　　　〒102-8130  東京都千代田区飯田橋３－１０－８

電　話 ０３（３２３７）１１１１

研修会場の 『ホテルメトロポリタンエドモント』 に宿泊を希望される

にて特約いたしております。  部屋数に限りがありますので、早めにお



■そ の 他 （１）１２月１日（水）は、午後２時～午後４時まで「短大見学会」を

　現地集合、現地解散にて実施いたします。　　

　前記の３短期大学・４施設のいずれかに見学を希望される場合は、

　後掲のそれぞれの短期大学の所在地をご確認の上、午後２時までに

　各集合場所にお集まりください。

　なお、参加申込書に希望の見学先を必ず明記してください。

（２）研修会の受付は、１２月２日（木）の午前９時３０分より、研修

　 会場の 「ホテルメトロポリタンエドモント」 ２階ロビーにて行います。

（３）今回のグループ討議は、４つのテーマを設け、各グループとも

　すべてのテーマについて情報交換を行います。

　（詳細は研修内容の頁をご参照ください。）

　グループ分けは、運営委員会にて行いますので予めご了承ください。

（４）グループ討議を円滑に進めるために、事前に別紙『グループ討議

　に関するアンケート』 (個人票） の提出をお願いいたしております。

　各自ご記入のうえ、参加申込みの際、事務局までご提出ください。

（５）１２月２日（木）の研修終了後、午後５時３０分より「情報交換

　ネットワークの会」を開催いたします。

　情報交換をしたいテーマについてご希望をお伺いしたいと思いますの

　で、上記個人票にて、グループ討議で議論される４つのテーマ以外に

　情報交換したい内容をお知らせください。

　　なお、参加される際、各自、名刺をたくさんお持ちください。



日程

1２月１日（水） １２月３日（金）

9:00

10:30
休憩

10:45

12:15

1:10

2:30
2:40

会場移動

 見学先
　・聖徳大学短期大学部

　・聖徳大学短期大学部　学生寮

　・青山学院女子短期大学 閉会挨拶
　・目白大学短期大学部 4:40

7:30

グループ討議 ②

１２月２日（木）

10:30

受　　付
9:30

10:00
開会挨拶

オリエンテーション

2:00
※希望者のみ

現地集合・現地解散

短大見学会

講演

12:00

グループ討議 ③

1:00

3:00
会場移動・休憩

事例発表
グループ討議 ④

昼食・休憩 

基調講演

昼食・休憩

グループ討議 ①

3:00

4:30

会場移動・休憩
5:00

5:30

情　報　交　換
ネットワークの会

4:00



運営委員　（指導員）

末岡　熙章 　名古屋経済大学短期大学部 理事長・学長 （委員長）

堀　　美稚 　大妻女子大学短期大学部 寮監長 （副委員長）

大橋　伸次 　国際学院埼玉短期大学 学生部長・教授

幸田　和也 　聖徳大学短期大学部 学生部次長

本橋　正人 　青山学院女子短期大学 学生課長

柴田　弘子 　杉野服飾大学短期大学部 学生課長

高柳　和直 　東京農業大学短期大学部 学生生活支援課長

古川　暁也 　日本体育大学女子短期大学部 准教授

宮本　　朱 　文化女子大学短期大学部 学生課長

松村　敦子 　目白大学短期大学部 学生支援部長

辻　　　昭 　東海大学短期大学部 事務室長

水野　康隆 　名古屋学芸大学短期大学部 学生課長

水口美知子 　名古屋経済大学短期大学部 准教授

内藤　智徳 　名古屋短期大学 学務部次長

岡本　幸治 　平安女学院大学短期大学部 准教授・学生部長代理

岸田　良三 　園田学園女子大学短期大学部 学生課長

谷村　勇一 　武庫川女子大学短期大学部 学生課長補佐

　　　（順不同・敬称略）



研修内容

■開会挨拶 　学生生活委員会 委員長
　名古屋経済大学短期大学部 理事長・学長

■基調講演 私立大学・短期大学を取り巻く諸問題

―短大に未来はあるか―

　学校法人札幌国際大学 理事長・学園長(名誉教授）　和野内　崇　弘　氏

　　和野内崇弘（わのうち　たかひろ）氏プロフィール

　　　昭和４４．４　札幌静修短期大学　専任講師、助教授を経て、昭和５０年教授

　　　昭和６１．５　学校法人静修学園（現札幌国際大学）理事長

　　　平成　２．４　静修短期大学　（現札幌国際大学短期大学部）学長（～平成１５．３）

　　　平成　５．４　静修女子大学（現札幌国際大学）学長（～平成１５．３）

　　　平成１５．５　札幌国際大学・同短期大学部 名誉教授

　　　平成１６．４　学校法人札幌国際大学 学園長

　　　平成１０．４　日本私立短期大学協会 副会長および北海道支部長 （～平成２２．５）

　　　平成１０．９　一般財団法人全国大学実務教育協会 会長

　　　平成　１．６　日本ビジネス実務学会（旧日本秘書学会） 会長

　　　平成１０．６　日本ビジネス実務学会（旧日本秘書学会） 名誉顧問　 など

■事例発表 地域に根ざした短期大学の新たな取組み

　１ コミュニティカレッジとしての一翼を担う

　　　―社会人介護福祉士養成機関としての短期大学―

　　　目白大学短期大学部 学生支援部長

　２ 学生・教職員間のコミュニケーション活性化策

　　　―ゼミ活動・サークル活動を核とした地域ＦＭ番組作り―

　　　名古屋経済大学短期大学部 准教授

■グループ討議 学生生活指導・支援の見直しへの提案

　<グループ討議の進め方>

　　今回のグループ討議は、次の４つのテーマを設定し、第１日および

　第２日のグループ討議の時間を４つに区切り、テーマごとに運営委員

　が交代して、情報交換を行います。（テーマの討議順序は不同）

　 各テーマの内容については、次の小項目を中心に議論を進める予定です。

松　村　敦　子　氏

水　口　美知子　氏

　末　岡　熙　章　氏



　テーマⅠ 大学主体の活動
* 導入・初年次教育について

* フレッシュマンキャンプについて
* マナー教育の実施について

* 学内外広報活動について

* 学生課職員のスキル向上について

　テーマⅡ 課外活動

* 自治会・学友会・学生会活動

* 新入生歓迎行事
* クラブ・サークル活動

* 大学祭・体育祭

* ボランティア活動

* 卒業祝賀会・謝恩会・卒業記念アルバム

* 課外活動への指導体制

　テーマⅢ 心身の健康
* 学生相談

* 健康管理

　テーマⅣ 福利厚生
* 学納金、授業料減免制度等、経済的サポート

* ひとり暮らし（自宅外通学生）のサポート

* 厚生施設の充実

* その他のアメニティ

■講演 学生と教職員のメンタルヘルス

―ストレス、うつの話題を中心に―

　東京工業大学保健管理センター（准教授）

　　安宅勝弘（やすみ　かつひろ）氏プロフィール

　　　１９９２年東京医科歯科大学医学部卒業、同大学医学部附属病院にて研修ののち

　　　埼玉県の精神科病院常勤医、東京医科歯科大学医学部精神神経科勤務を経て、

　　　2001年より東京工業大学保健管理センター勤務

　　　学位：博士（医学）

　　　資格：精神保健指定医（厚生労働省）、日本医師会認定産業医、

　　　　　　 日本精神神経学会精神科専門医

　　　専門分野：精神病理学、社会精神医学

■閉会

　安　宅　勝　弘　氏



参加申込み等

■申込み方法 消費税法との関連により、参加申込書は日本私立短期大学協会あてご送付

願いますが、参加費の納入は財団法人私学研修福祉会あてご送金ください。

■参加費の納入先 　財団法人私学研修福祉会（短大口）　※（たんだいくち）

　　三菱東京ＵＦＪ銀行 神田支店 普通預金　

　　　普通　１２２５０３６

■申込書の送り先 　〒102-0073

　東京都千代田区九段北４-2-25（私学会館 別館6階）

　日本私立短期大学協会　学生生活研修会 係

■納入について ・各短大により、適宜、前記の銀行口座にお振込みください。(振込み用紙は

 同封いたしておりません。）　

 その際、 必ず個人名のみではなく、短期大学名を明記してください。

 また、振込み手数料は、貴学にてご負担いただきますようお願いいたします。

・参加者が複数の場合は一括してお振込みください。

・一度納入された参加費は原則として返還いたしません。

■申込みに際して 参加申込みは、同封の「研修会参加申込書」に所要事項を記入し、

裏面に参加費の振込みを証明する書類のコピーを貼り付けてください。

⇒従って、申込みは次の順序となります。

①（財）私学研修福祉会へ ②日本私立短期大学協会へ

　振込を証明する書類のコピーを貼付して

受　　付

※事前の連絡なしに、ＦＡＸで申込書を送られても受付はされません。

※学内事情等により振込みが遅れる場合は、ご一報ください。

　ただし、後日に正式な申込書が郵送で届かない場合は、受付無効となることもあります。

　参加申込み締切り期日　　平成２２年１０月２８日（木）

＊　ご質問、お問合わせは日本私立短期大学協会事務局（中澤）まで

 ＦＡＸ　03-3263-6950

 ＴＥＬ　03-3261-9055

参加費の納入 申込書の送付






